
どう考えますか？
根子岳に大規模風力発電計画！！ 　

根
子
岳
に
計
画
さ
れ
て
い
る
風
力
発
電

計
画
は
、
国
立
公
園
の
山
岳
地
に
、
風
車

を
含
め
１
０
０
ｍ
を
超
え
る
鉄
塔
最
大
16

基
を
建
設
す
る
東
京
の
民
間
会
杜
が
行
う

売
電
事
業
で
す
。

　

根
子
岳
に
抱
か
れ
る
よ
う
に
生
活
し
て

い
る
私
た
ち
住
民
は
、
風
力
発
電
計
画
に

つ
い
て
何
回
も
勉
強
会
を
積
み
重
ね
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
自
然
に
対
す
る
悪
影
響

の
み
な
ら
ず
、
住
民
の
日
常
生
活
を
も
脅

か
し
か
ね
な
い
問
題
を
含
ん
で
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
風
力
を
利
用
し
て
電
力
を
供

給
す
る
シ
ス
テ
ム
に
は
賛
成
で
す
が
、
設

置
す
る
場
所
を
誤
り
ま
す
と
禍
根
を
残
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
推
し
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
根
子
岳
風
力
発
電
計
画
は
、
慎
重

に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

■
事
業
内
容

　

風
力
発
電
業
者
Ｉ
Ｐ
Ｐ
ジ
ャ
パ

ン
㈱
が
建
設
・
運
転
し
、
電
力
は

全
て
中
部
電
力
に
販
売
。
自
治
体

は
不
参
加
。

土
地
は
財
団
法
人
仁
礼
会
の
所
有

地
で
、
グ
リ
ー
ン
ゴ
ル
フ
場
が
賃

借
し
て
い
ま
す
。

　

総
事
業
費
は
30
億
円
程
。
約
３

割
は
国
の
補
助
金
と
推
定
さ
れ
ま

す
。

今
後
の
事
業
予
定

06
～
07
年
、
環
境
調
査

07
年
５
月
、
補
助
金
申
請

08
年
、
建
設
工
事
。

　

■
取
付
道
路

　

土
木
工
事
に
つ
い
て
は
業
者
に

質
問
し
て
も
説
明
が
な
い
の
で
、

類
似
案
件
の
資
料
か
ら
推
定
し
ま

し
た
。

　

工
事
や
運
転
保
守
の
た
め
、
最

上
部
の
タ
ワ
ー
ま
で
道
路
を
新

設
。
回
転
翼
は
分
割
で
き
な
い
の

で
、
長
さ
約
37
ｍ
の
ま
ま
運
ぶ
こ

と
に
な
り
ま
す
。
道
幅
５
～
６
ｍ
、

延
長
３
㎞
程
の
工
事
用
道
路
を
山

岳
傾
斜
面
に
造
成
す
る
で
し
ょ

う
。

　

■
基
礎
工
事

　

１
基
あ
た
り
の
搬
出
土
砂
は
10

ｔ
ダ
ン
プ
で
数
百
台
分
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

別
に
同
量
く
ら
い
の
土
砂
を
掘

削
・
現
地
仮
置
き
し
、
後
で
埋
め

戻
す
。
大
型
建
機
用
平
坦
地
も
造

成
す
る
。
こ
れ
が
16
基
分
と
な
な

り
ま
す
。

　

大
規
模
風
力
発
電
機
を
山
岳
傾

斜
地
に
建
て
る
の
は
な
か
な
か
大

こ
ん
な
工
事
が

予
想
さ
れ
ま
す

こ
ん
な
工
事
が

予
想
さ
れ
ま
す計画機種

1670kw
塔 70m 羽根37m

美ヶ原美術館
150kw 2基

塔30m 羽根12m

ジャンボ機
B-747

図2 風力発電計画地
（上信越国立公園内） 米子不動

根子岳

小根子

変
な
土
木
工
事
で
す
。

　

■
送
電
線
、
航
空
灯

　

電
柱
を
立
て
架
空
線
で
大
谷

林
道
沿
い
に
須
坂
の
変
電
所
に
接

続
。
部
分
的
に
地
中
埋
設
も
し
ま

す
。

　

航
空
法
に
よ
り
、
鉄
塔
の
上
部

に
付
く
赤
色
明
滅
灯
な
ど
が
夜
空

に
輝
く
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

図１　計画機種と大きさ比較

スペイン製 1670kw

計 16 基　2.7 万kw

重量　1 基 190 トン

回転数　10 ～ 19 回 / 分

羽根先端速度　時速 140

～ 260km

大谷林道

1km
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こ
の
よ
う
な
問
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た

こ
の
よ
う
な
問
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た

水
質
汚
濁
や
災
害
の

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す

　

計
画
予
定
地
は
峰
の
原
上
水
道

の
水
源
に
ご
く
近
く
に
あ
り
、
ま

た
、
須
坂
市
内
の
水
源
地
帯
で
も

あ
り
、
大
規
模
な
土
木
工
事
は
水

脈
を
壊
し
水
質
を
汚
染
す
る
恐
れ

の
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

日
常
生
活
で
恩
恵
を
受
け
て
い
る

「
お
い
し
い
水
」
の
水
源
を
壊
す

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
昭
和
56
年
土
石
流
災
害

（
犠
牲
者
10
人
、
国
指
定
激
甚
災

害
）
の
発
生
現
場
に
近
く
、
不
安

定
な
地
質
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

大
谷
不
動
一
帯
は
土
砂
流
失
防
備

保
安
林
、
宇
原
川
上
流
域
は
崩
壊

土
砂
流
失
危
険
箇
所
、
土
石
流
危

険
渓
流
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
で
の
大
規
模
な

地
形
・
集
水
条
件
の
改
変
は
許
さ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

自
然
景
観
が
損
な
わ
れ
ま
す

　

国
立
公
園
は
次
代
に
引
き
継
ぐ

貴
重
な
自
然
景
観
で
す
。
根
子
岳

に
１
０
０
ｍ
を
超
え
る
風
力
発
電

施
設
最
大
16
基
が
並
べ
ば
自
然
景

観
は
大
き
く
損
な
わ
れ
ま
す
。

　

根
子
岳
、
四
阿
山
は
日
本
百
名

山
、
花
の
百
名
山
と
し
て
全
国
か

ら
登
山
者
が
来
訪
し
、
北
ア
ル
プ

ス
、
北
信
五
岳
を
含
め
た
３
６
０

度
の
眺
望
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

人
工
障
害
物
に
邪
魔
さ
れ
な
い

自
然
景
観
こ
そ
残
す
べ
き
財
産
で

す
。
峰
の
原
高
原
、
須
坂
市
だ
け

の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
菅
平

高
原
、
上
田
市
を
含
め
た
根
子
岳
、

四
阿
山
を
愛
で
る
す
べ
て
の
人
た

ち
に
問
い
か
け
る
事
柄
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

根
子
岳
を
削
る

大
土
木
工
事

　

風
車
は
巨
大
で
す
。
大
き
な
風

車
を
支
え
る
た
め
に
、
基
礎
工
事

で
は
山
肌
に
大
き
な
穴
を
ほ
り
ま

す
。

　

一
基
あ
た
り
約
４
，
０
０
０
立

米
（
大
型
ダ
ン
プ
数
百
台
分
）
の

土
砂
を
掘
り
出
し
ま
す
。
こ
の
土

砂
の
量
を
想
像
し
て
み
て
下
さ

い
。
そ
し
て
、
そ
の
穴
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
流
し
込
み
基
礎
を
造
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
風
車
を
組
み
立
て
る

場
所
の
用
地
造
成
も
必
要
で
す
。

　

風
車
の
大
き
な
部
品
を
ト
レ
ー

ラ
ー
で
運
べ
る
工
事
用
道
路
も
必

要
で
す
。
自
然
豊
か
な
山
の
上
で

行
わ
れ
る
巨
大
な
土
木
工
事
は
、

木
を
切
り
、
山
を
削
り
、
水
を
汚

し
、
私
達
の
想
像
以
上
に
自
然

環
境
を
破
壊
し
ま
す
。
風
車
の
寿

命
は
約
20
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
一
度
壊
し
た
自
然
は
も
と
に

戻
り
ま
せ
ん
。

根
子
岳
に
は
貴
重
な

動
植
物
が
生
活
し
て
い
ま
す

今
年
も
た
び
た
び
目
撃
さ
れ
て
い

る
国
天
然
記
念
物
の
イ
ヌ
ワ
シ
で

す
が
、
根
子
岳
は
イ
ヌ
ワ
シ
飛
翔

の
地
で
、
採
食
地
と
し
て
大
切
な

場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
又
、
日

本
野
鳥
の
会
で
は
ハ
チ
ク
マ
な
ど

の
渡
り
の
観
察
を
根
子
岳
で
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
鳥
類
の
巨

大
な
風
車
へ
の
衝
突
事
故
も
懸
念

さ
れ
ま
す
。

又
、
県
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
る
ミ
ヤ
マ
モ
ン
キ
チ
ョ
ウ
の

生
息
地
で
、
地
元
で
は
幼
虫
の
食

草
で
あ
る
ク
ロ
マ
メ
ノ
キ
の
実
を

採
る
こ
と
を
禁
止
し
て
、
こ
の
保

護
に
努
め
て
い
ま
す
。
先
日
の
風

況
調
査
塔
建
設
で
ク
ロ
マ
メ
ノ
キ

が
無
惨
に
も
刈
り
取
ら
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な
生

き
物
は
私
た
ち
の
財
産
で
す
。
後

の
時
代
の
人
た
ち
の
為
に
も
、
守

ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

騒
音
が
心
配
で
す

風
力
発
電
施
設
か
ら
生
ず
る
低
周

波
を
含
め
た
騒
音
は
、
今
ま
で
の

静
か
な
環
境
が
壊
さ
れ
る
心
配
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
地
域
住
人
や

登
山
者
、
そ
し
て
野
生
動
物
に

と
っ
て
は
非
常
に
大
き
な
問
題
で

す
。

県
の
方
針
は

　

県
は
風
力
発
電
施
設
の
建

設
を
抑
制
す
る
場
所
を
４
つ

の
点
か
ら
決
め
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
ま
さ
に
全
て
の

項
目
に
該
当
し
ま
す
。

１　

水
源
の
か
ん
養
や
山
地

災
害
の
防
止
等
の
た
め
に

森
林
機
能
の
保
全
が
特
に

必
要
な
地
域

２　

大
中
型
風
力
発
電
施
設

の
建
設
に
よ
り
景
観
に
少

な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
す

稜
線
等
の
地
域

３　

鳥
の
風
車
へ
の
衝
突
事

故
（
バ
ー
ド
ス
ト
ラ
イ
ク
）

を
は
じ
め
自
然
環
境
、
生

態
系
に
少
な
か
ら
ず
影
響

を
お
よ
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ

る
地
域

４　

希
少
野
生
動
植
物
の
生

息
、
生
育
に
影
響
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
の
あ
る
地
域

協
議
会
の
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
カ
ン
パ
の
ご
協

力
も
お
願
い
し
ま
す



根子岳・風力発電、建設反対の署名にご協力ください
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世に引き継ぐため、私たちは根子岳の風力発電施設の建設に反対します。
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